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第７回福島県双葉郡子供未来会議 実施報告 

 

１．主催 

 福島県双葉郡教育復興ビジョン推進協議会 

 

２．日時・場所 

平成26年 3月 27日（木） 10：00～16：00 

ビッグパレットふくしま（福島県郡山市） 

 

３．参加者 

52 名 

・各町村立小中高生 15名 

・保護者  8名 

・その他関係者（双葉地区教育長会、福島県教委、福島大学学生、福島大学関係者、行政 

関係者等）29名 

  
 

４．概要 

 双葉郡８町村の小中高校生を含む52名が集まり、これまでに実施した7回の双葉郡子供未来会

議の意見を取りまとめた「平成25年度双葉郡子供未来会議報告書（案）」をもとに、更に議論を

深めた。報告書で示された18のテーマ毎に、更に知恵を出し合い、多くの意見や思いが話し合わ

れた。 

 参加者からは「能動的な体験や経験を通して学ぶためには、経験ある先生が必要だし、先生も

ともに挑戦するオープンな姿勢が必要（夢を見つけるたくさんの「小さな窓」）」「先生にも個性的

な人が居て欲しいし、そうした先生が評価される仕組みが必要（楽しい学びのきっかけ）」「希望

する進路の大学への見学学習や研究室訪問など夢に向かって進める授業が良い（動く授業）」「授

業の中で原発のことも含めて双葉郡について学び、世界に発信するビデオを作って福島を世界に

アピールしたい（世界とつながる）」「中高一貫校のコース名も魅力的にするべき（学習内容））」

「作物を育てたり、栄養計算したり、アンケートや検討委員会をつくる等、給食メニューづくり

に子供も参画したい（給食）」「自主性を伴うフリーダムな校風を目指し、制服のシャツを自由に

したり、小学生から高校生まで楽しく歌える校歌としたい（制服や校歌）」「笑いあえる日常生活

から学べる学校が良い（笑いあえる学校）」「震災で中止となった世代で再度修学旅行を行ったり、

郡内の他町村に交換留学する等の取組を行いたい（避難している友達との再会の機会）」等の意見
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が出た。 

また、地域との連携関連では、「避難元の地域だけではなく避難先の地域との連携も考えること

が必要」「寮だけでは無く里親制度を取り入れてはどうか」「中高一貫校ができることがゴールで

は無く、学校から地域コミュニティをつくることが大切」「どのテーマで話し合っても地域との関

わりが話題になる。地域みんなが関われるような連携から取組を始めると良いのではないか」等

の意見が出た。 

また、そのほかに「校歌・制服・校章は公募としたい」「新しい学校のパンフレットとPRビデ

オを作成し早めにPRしていくことが必要」「海外の学校のように、学校の建物の中に異なる学年

が集い活動する大きな広場が欲しい」「中高一貫校は原発事故で出来た学校というイメージでは無

く、以前から双葉郡にあった学校の雰囲気としたい」等の意見も出た。 

最後に、計４回の会議に参加した高校生から「こういう会が開かれ、確実に復興に近づいてお

り満足している。一年を通して、自分の自信や成長につながっただけでなく、地域も成長してい

る実りある会だった。次代は変わり続けるので、時代時代で新しい意見が出てくる。焦らず、こ

れからも一緒に創っていきたい」と感想が述べられた。 

今回の会議の内容を「平成25年度双葉郡子供未来会議報告書」に反映していくこととなった。 
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≪参考：参加者詳細≫ 

○参加者  52 名 

・福島県双葉郡の児童生徒及び保護者  合計15名 

  葛尾村  0名（小学生0、中学生0、高校生0、保護者0） 

  楢葉町  7名（小学生2、中学生4、高校生0、保護者1） 

  大熊町  4名（小学生0、中学生0、高校生3、保護者1） 

  浪江町   6名（小学生3、中学生0、高校生0、保護者3） 

  双葉町  0名（小学生0、中学生0、高校生0、保護者0） 

  広野町  2名（小学生1、中学生0、高校生0、保護者1） 

  川内村  0名（小学生0、中学生0、高校生0、保護者0） 

  富岡町  5名（小学生0、中学生2、高校生0、大学生1、保護者2） 

・その他関係者  29名 

福島県双葉郡８町村 教育長、各町村教育委員会関係者、 

福島大学ボランティアスタッフ、福島大学関係者、福島県教委、復興庁、文部科学省 等 

 

≪参考：日程詳細≫ 

 平成26年 3月 27日（木）10:00～16:00 

  10:05～10:10 開会挨拶 大熊町武内教育長 

  10:10～12:00 前半の部（ワールドカフェ） 

   10:10～10:30 前半の部進行説明 

   10:30～10:55 各テーブルで話合い 

   10:55～11:15 テーマ選択 

   11:15～11:45 テーマごとの話し合い 

   11:45～11:55 ビジョンの説明（荒井委員） 

   12:00～13:00 休憩 

  13:00～15:00 後半の部（オープン・スペース・テクノロジー） 

   13:00～13:40 各論について話し合い 

13:40～14:00 席替え 

14:00～14:30 元の席に戻り話し合い 

14:30～15:00 まとめ 

15:00～15:10 アンケート記入 

15:10～15:25 講評（福島県教委森下課長、福島大学千葉人間発達文化学類長、 

浪江町畠山教育長） 

15:25～16:30 閉会挨拶（葛尾村猪狩教育長） 
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